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Abstract
In the early half of the twentieth century, modern school buildings replaced many one-room
schoolhouses, which were extremely popular in the nineteenth century. The modern buildings were
usually multi-storied and had many classrooms, shops, cooking and sewing rooms, gymnasiums,
auditoriums, and playgrounds.
This study examines the evident influence of the progressive educational theory advocated by
John Dewey and his followers on the drastic transformation in the architecture of school buildings. I
focus on the work and educational thought of Alice Barrows (Deweyʼs disciple, and a specialist in
school building problems affiliated with the Office of Education, U. S. Department of Education, from
1919 to 1942).
In the 1920s, Barrows promoted the work-study-play or platoon plan, which led, throughout the
U. S. A., to an increase in the number of school buildings of the type mentioned above. Barrows was
convinced that the plan would offer diverse opportunities and experiences. However, while the plan
certainly transformed the architecture of school buildings, by the 1930s, Barrows could see that this did
not necessarily assure creative and free activities for children.
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．はじめに
学校教育の実践は、校地、校舎、教室、諸設備等
の空間構成によって大きく制約されている。校舎や
教室の配置や大きさや形、また教室内の椅子や机や
黒板の有無や形状等は、教師が意識しているか、い
ないかにかかわらず、しばしば授業のあり方を決定
づける。たとえば、机や椅子が固定されている教
室、作業場や実験室のない校舎、図書館や運動場や
体育館のない学校で、子どもが能動的に活動した
り、協同学習に取り組んだりすることは、不可能で
はないが、困難である。したがって、学校空間をど
のように作り上げるかは、教育実践を成り立たせる
基礎として重要な意味をもっている。
アメリカの校舎は、20世紀の初頭までは一教室校
舎が大半であったが、20世紀の初めに多層式の大規
模校舎が次々に出現し、20世紀半ばころから、平屋
建ての開放的な校舎も増えてきた。表	からわかる
とおり、この間の変貌は、1930年時点で割であっ
た一教師学校（一教室校舎と想定してよいであろ
う）の急激な減少に如実に現れている1)。
このように校舎が大きく変貌した背景に、進歩主
義教育の影響があったことは明らかである。周知の
とおり、ジョン・デューイは『学校と社会』（1899）
のなかで、「伝統的な学校教室には、子どもが作業
するための場というものがほとんどない。子どもが
構成し、創造し、そして能動的に探求するための作
業場・実験室・材料・道具が、いやそういうことに
必要な空間さえもが、大部分欠如している。これら
の過程と関係のある事物は、教育上においてはっき
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1）Thomas D. Snyder ed., 120 Years of American Education: A Statistical Portrait, U. S. Department of Education, Office
of Educational Research and Improvement, Jan. 1993, p. 56.
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りと認められた地位さえもたないのである｣2)と、
子どもをつねに受動的にしている学校空間の現状を
厳しく批判していた。デューイのこの言葉に促され
るように、20世紀前半には、作業場や実験室を備え、
子どもの能動的な活動を保障しようとする校舎や教
室が都市部で建設され始め、次々に全米各地に広
がった。
本稿の目的は、デューイに代表される進歩主義教
育の思想が、校舎の構造にどのように具体的に反映
したかを確かめることである。この課題に迫るため
に、本稿は、20世紀前半の校舎の変貌を最も詳細に
把握しつつ、その動きに大きな影響を与えていた人
物 と し て ア リ ス・バ ロ ウ ズ（Alice Barrows,
1877-1954）をとりあげ、その活動と思想の変遷を
分析する。バロウズはコロンビア大学大学院でジョ
ン・デューイの授業を受けて強い感銘を受け、
デューイの教育理論を現実に応用することを生涯の
課題に設定した。1918年から1942年まで連邦内務省
教育局の校舎問題担当専門官として、多くの都市の
学校調査を実施し、調査結果の多くを連邦教育局報
告書として刊行するとともに、プラツーン学校の推
進者として活動した3)。1929年に自らの主導で、内
務省教育局主催の全国校舎問題諮問委員会
（National Advisory Council on School Building
Problems）を発足させて、その事実上の代表となっ
た。1930年代に連邦政府がニューディール政策の一
環として、公立学校の校舎の新築を大規模に援助し
ていたこの時期に、バロウズはその立場から、多く
の町に新しい校舎の提案を行なった。それは進歩主
義教育の思想を反映したものであり、20世紀後半に
普及する新しい校舎のモデルにつながるものであっ
た。本稿では、バロウズの経歴と思想の変遷を手掛
かりとして、進歩主義教育の思想が校舎に与えた影
響をみていく。
第章 社会の実態調査と職業指導の推進
 デューイとの出会い
バロウズは、1877年にマサチューセッツ州ロウエ
ルで牧師の娘として生まれた。歳から10歳までサ
ン・フランシスコで育ち、1888年からメーン州にい
た叔父（Thomas Brackett Reed4)）の家族と生活し
た。父は1892年に死去した。ニューヨーク市にある
名門女子大学のヴァッサー大学で英語と経済学を学
んで、1900年に最優秀の成績で卒業した5)。さらに、
同大学院で英語、哲学、美学等を履修し、ニュー
ヨーク市にある私立の小学校やハイスクールの教員
を経て、ヴァッサー・カレッジで英語担当の教員と
なった。名門大学の教員としての地位は約束されて
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2）デューイ（宮原誠一訳）『学校と社会』（岩波書店）42-43頁．
3）Raymond Mohl, “Alice Barrows: “Crusader for the Platoon School, 1920-40,” The Elementary School Journal, Vol. 77,
No. 5 (May, 1977) pp. 351-357.
4）共和党の大物政治家で、メーン州選出の国会議員を20年間務め、下院議長になったこともある。1900年には共和党
の大統領候補の予備選に出ている。
5）“Class Day at Vassar,” The New York Times, June 13, 1900.
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いた。その一方で、バロウズは英語教員をしなが
ら、教え込み中心の学校教育に疑問をもち、ティー
チャーズ・カレッジの学外授業なども履修して、次
第に教育実践への関心を高めていた。
1907年にヴァッサー・カレッジの奨学金を得て、
コロンビア大学大学院に入学したことが彼女の人生
の転機となった。大学院フェロウとして、文学や英
語を履修したものの、それらが自分の人生とあまり
関係があるようには思えず、関心がわかなかった。
バロウズの関心を惹きつけたのは、デューイの「論
理学」と「道徳政治哲学」であった。バロウズの回
想によれば、デューイの授業は「問いと答え」では
なかった。本当の意味の「討議」であった。彼の授
業を受けて「独創的な知性が目の前で活動している
のを目撃する」という貴重な機会を得た。バロウズ
はデューイ家をしばしば訪問して、娘のエブリン
や、デューイが養子にしたイタリア人の子どもなど
も交えた知的な会話を楽しんだ。デューイは、専門
家の間だけで通用するような話を嫌い、つねに外部
の世界とつながるような会話をしようとしていた。
政治、経済、文化のどのような話題であれ、この世
界で起きているあらゆることがデューイの関心に含
まれていた。
デューイ家族とのこのような親密な交際を経て、
バロウズは「デューイの教育理論を、公立学校の多
くの子ども達に、実際に応用することを急がねばな
らない」と確信した。「女子学生相手の授業をする
のはもうやめよう。公立学校制度を変革するため
に、自分ができることをしよう。…デューイの哲学
によれば、教育は子どもを実生活に準備させるだけ
であってはならず、教育は現在の生活そのものに基
づいていなければならない」。これがバロウズのそ
の後の活動を支える信念となったのである。
バロウズは、これから自分がすべき仕事につい
て、デューイに相談した。｢たしかに私は伝統的な
学校で行われている拘束だらけの教育のやり方に激
しい怒りをもっています。私は自分が育てられてき
た無難で快適な世界、将来を保障されているこの世
界から、飛び出してみたいのです」と宣言し、これ
から、社会の実態調査を綿密に行ないたいと話し
た。それにたいして、「それは価値ある研究だ」と
デューイからの励ましを受けて､勇気づけられ､バロ
ウズは直ちに大学院を退学し、仕事を探し始めた6)。
 職業指導についての社会学的調査
バロウズは、1908年にラッセル・セイジ財団の研
究員としての仕事を得て、
年間、労働者の実態を
調査した。ニューヨーク市の女性労働者の労働環境
や就労の実態などについて社会学的な調査を実施し
て、賃金の低さ、不安定な雇用、労働組合がないこ
となど、労働条件の悪さを克明に調べた7)。そのう
えで、バロウズは、このような事態を引き起こして
いる原因として、公立学校での職業教育が不適切で
あることを指摘した。職業への準備とは、「天候へ
のそなえ」のようなものである。天気はどう変わる
かはわからないから、「天候の状況を分析するため
の科学的な方法を開発する」試みをすべきである。
これと同様に、女性労働者といえども、機械の使い
方を知っていればよいのではなく、職業の置かれて
いる社会状況の理解が必要であると主張した8)。バ
ロウズの考える職業教育は、仕事場への準備ではな
く、仕事についての理解であり、知識や技術の習得
よりも、それらを応用する能力の形成がねらいで
あった。
バロウズは、1911年から1913年まで、ニューヨー
ク市の公立学校での職業教育の実態調査に取り組ん
だ。これは、ニューヨーク市の学校で多かった中途
退学の原因を探ることが目的であった。その中間報
告書や成果は、ニューヨーク市教育長報告書に掲載
されただけでなく、各種の雑誌や新聞でも紹介され
て、かなりの注目を集め、バロウズは新進気鋭の社
会学者としての評判を確立した9)。
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6）Alice Barrows, Autobiography, p. 99, p. 218未完の草稿である。Raymond H. Fogler Library, University of Maine,
Orono所蔵。1954年の死の直前に書かれたものと思われる。頁は確定しておらず、筆者が便宜的につけたものであ
る。
7）Mary Van Kleeck & Alice Barrows, “How Girls Learn the Millinery Trade,” The Survey, April 16, 1910, pp. 105-113
8）Barrows, “The Training of Millinery Workers,” Proceedings of the Academy of Political Science in the City of New
York, Vol. I, No.1 (Oct. 1910), pp. 40-51.
9）Barrows, “Report of the Vocational Guidance Survey,” Fourteenth Annual Report of the City Superintendent of Schools
for the Year Ending July 31, 1912, pp. 365-397; Barrows, “An Interpretation of Vocational Guidance,” Proceedings of
the Academy of Political Science in the City of New York, Vol. 2, No. 4 (July, 1912), pp. 92-113; Anon. “No Jobs for
Children That They Ought to Take; Such Is the Conclusion Reached Through the Vocational Education Survey ―
Economic Pressure the Least Potent Reason for Children Leaving School to Go toWork,”The New York Times,March
2, 1913.
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この調査でバロウズが発見したことは、子どもが
学校を去るのは貧困が理由ではなく、公立学校の職
業教育が不適切であるということであった。雇用者
は必ずしも16歳にも満たない子どもを雇用したがっ
ているわけではなかった。子どもにとっては学校教
育が自分の生活とつながりがなく、魅力のないもの
なので、親も子どもも学校で学ぶことに意義を見い
だせなかったのである。
なぜ子どもは学校教育に興味をもたないか。バロ
ウズは学校と職業の乖離を問題にした。かつての子
どもは、共同体のなかでいろいろな職業体験をする
ことができた。大人の職業生活を近くで観察する機
会が豊富であったから、たとえ学校で学ぶことが実
際の生活と無関係でも、こどもは共同体のなかで自
然に社会に入り、仕事をすることができた。学校で
学ぶことと仕事の内容が関連していなくても問題は
なかったし、14歳か15歳になって学校をやめるのは
当たり前であった。ところが、都市化が進んだ現在
では、学校と家庭と職場がばらばらになってしまっ
てしまい、子どもは、職業生活について考えること
ができなくなっている。学校が職業と関連をもたな
い限り、子どもも親も学校教育の意義を認めはしな
い。その結果、14歳になって学校をやめて、細切れ
で、特定の作業が求められるような職場を転々とす
る少年・少女が増大しているのが現実であった10)。
そこで、バロウズは学校と社会を結ぶ職業教育の
必要性を訴えた。だが、それは、特定の職場に子ど
もを振り分けることではなかった。「職業指導は訓
練のための指導であって、働き口のための指導」で
あってはならなかった。「学校での正しい職業訓練
とは、少年少女が職業を習得するために幅広く、基
本的な準備をすることであり、そうすることで子ど
もにとって学校が興味深いところとなり、その後の
人生が価値あるものになる」ことを期待したのであ
る11)。
バロウズは、これらの調査の内容をしばしば
デューイに報告し、助言を受けていた。自伝によれ
ば、子どもが学校を去る原因についてデューイと長
時間の議論をした。子どもが学校を去るのは、経済
的な理由でなく、子どもと親が学校に興味をもって
いないからであろうということは、デューイの見解
であった12)。デューイの教育理論を公立学校の職業
教育にどのように生かしていくかは、コロンビア大
学を去ったのちも、バロウズにとっては変わらぬ課
題であった。
第章 プラツーン学校運動：校舎への
着目
 ニューヨーク市でのゲーリー・プラン推進運
動：子どもの経験の豊富化
1913年に職業教育についての調査を終えたあと、
バロウズにとっては、デューイの教育理論を現実の
教育改革に生かす絶好の機会が訪れた。1914年に
ニューヨーク市長に就任したジョン・Ｐ・ミッチェ
ルが、シカゴ近郊の町ゲーリーで開発されたゲー
リー・プランを、ニューヨーク市に導入しようとし
たのである。ゲーリー・プランは1912年10月に
ニューヨーク市で開催された全米職業指導協会の第
回大会で紹介されてから全米に知られるようにな
り13)、各種の雑誌や新聞で頻繁にそのシステムが紹
介され始めた。連邦教育局は1914年にゲーリー学校
制度についての報告書を刊行し14)、反戦思想家とし
て有名なランドルフ・ボーンは「デューイの教育哲
学を応用した最初の、首尾一貫した、誠実な試み15)」
としてゲーリーの教育実践を紹介した。ジョン・
デューイ自身も著書『明日の学校』で、「ゲーリー
の学校はその訓練において小社会であり、民主主義
社会である16)」と絶賛した。ニューヨーク市民の間
には、ゲーリー・プランへの関心が高まりつつあっ
た。
ゲーリー・プランは、1906年からインディアナ州
ゲーリーの町で実施されていたプランで、デューイ
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10）Barrows, “An Interpretation of Vocational Guidance,” pp. 98-102.
11）[Barrows], “Fit Job to Child? You Canʼt Do It:Miss Alice P. Barrows Declared School Placement Bureaus Dangerous
and No Job Fit for Children,” New York Tribune, March 19, 1913.
12）Autobiography, p. 99.
13）バロウズの調査の成果はこの会議で報告され、働き口にむけての指導ではなく、職業についての訓練こそが重要で
あるというバロウズの主張も広く知られるようになっていた。W. Richard Stephens, “Birth of the National Vocational
Guidance Association,” The Career Development Quarterly, Vol. 36 (June, 1988) pp. 293-306.
14）William Paxton Burris, The Public School System of Gary, Ind. United States Bureau of Education, Bulletin, 1914,
No. 18.
15）Randolph S. Bourne, The Gary Schools (Boston: Houghton Mifflin Co.1916), p. 199.
16）John Dewey & Evelyn Dewey, Schools of To-morrow (1915) in The Middle Works of John Dewey, Vol. 8, p. 320.
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の教えを受けたことのあるウィリアム・Ａ・ワート
（Wiiliam A. Wirt）教育長の創案による。公立学校
の校舎・設備として、通常の教室だけでなく、講堂、
作業場、理科室、美術室、遊び場、運動場などを備
え、子ども達が、時間割にしたがって、これらの教
室やいろいろな場所を順々に動き回るという方法で
あった（表参照）。いろいろな設備があることと、
それらを子どもが常に利用していること、したがっ
て、校内のいろいろな施設を空いたままにしておく
ことなく、能率的に使用していることが特徴であっ
た17)。
ミッチェルが市長に就任したのは1914年	月で
あった。その時のニューヨーク市が抱える最大の教
育問題は、増え続ける児童数を収容できるだけの校
舎、教室、机などがないということであった。そこ
で、ミッチェルは、多くの児童を収容でき、子ども
に様々な経験を与えることができるとされている
ゲーリー・プランに目を付けた。就任間もなく、
ミッチェルは教育委員会委員長らとともにゲーリー
市などを訪問してその実情を確かめたのち、ゲー
リー・プランをニューヨーク市のいくつかの学校に
導入した。1914年10月には、	カ月のうち	週間は
ニューヨーク市で教育改革、とくに職業教育の充実
のために働くという条件でワートをニューヨーク市
に招いた18)。その翌年には、すべての学校をゲー
リー・プランにすることを決定した。ゲーリー・プ
ランの導入はニューヨーク市民の大きな関心を呼
び、1917年のニューヨーク市長選では、重要な争点
のひとつとなった。ゲーリー・プランを推進しよう
とするミッチェル市長と、ゲーリー・プランは単な
る経費節約の手段だとして、それに反対する側との
間で激しい論戦が繰り広げられただけでなく、ゲー
リー・プランを導入した学校の生徒や父母がゲー
リー・プラン反対の暴動を起こすという事件もあっ
た19)。
この激しい論争の最中で、ゲーリー・プランの教
育的意義を主張して、その導入を強く支持し、活動
を続けたのがバロウズであった。バロウズは、1915
年の初め、約週間ゲーリーに滞在して、ワート教
育長に会い、学校の校舎と授業を見学し、ワートが
デューイの教育理論を現実に応用していることを確
認した。そして、「新しい民主主義社会では、たん
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17）詳細は宮本健市郎「アメリカ進歩主義教育運動におけるコミュニティと学校―1910年代のゲーリースクールの研究」
『東京大学教育学部紀要』第23巻（1982), pp. 275-285.
18）“Vocational School Head Goes to Work, Director Wirt Arrives from Gary, Ind., and Inspects Buildings,” New York
Times Nov. 1, 1914.
19）Diane Ravitch, The Great School Wars: New York City, 1805-1973 (New York: Basic Books, Inc., 1974) pp. 189-230;
Ronald Cohen & Raymond Mohl, Paradox of Progressive Education: The Gary Plan and Urban Schooling (Port
Washington, N.Y.: Kennikat Press, 1979) chap. 2 参照。
3B 2B
1:00- 2:30
4B
Classroom
Ⅰ
Classroom
Ⅱ
Classroom
Ⅲ
Classroom
Ⅳ
Basement, Garden, Attic,
Auditorium, Workroom,
Laboratory
Playground
表 ゲーリー・プランの時間割
9:30-10:15 2B 4B 1B 3B
1A 2A 3A 4A
8:45- 9:30 1B
2:30- 4:00
3A
1B 2B 3B 4B
10:15-11:00 1A 3A 2A
8:45-10:15
1A
10:15-11:45
4A
4A
2A3:15- 4:00
2A 3A 4A
1:00- 1:45 1B 3B 2B 4B
11:00-11:45 2A 4A 1A
1:00- 2:30
10:15-11:45
2:30- 4:00
1:45- 2:30 2B 4B 1B 3B
1A
VII VIII Science Manual Arts
Music,
Drawing,
Literature
Play
1B 2B 3B 4B
2:30- 3:15 1A 3A 2A 4A
10:15-11:00 5B 7B 6B 8B
V VI
7G 6G 8G
11:00-11:45 6B 8B 5B 7B
5G 6G 7G 8G
8B
1:45- 2:30 6G 8G 5G 7G
5B 6B 7B 8B
1:00- 1:45 5G
8B6B3:15- 4:00
5G 6G 7G 8G
2:30- 3:15 5B 7B 6B
8G6G7G5G8:45- 9:30
8B7B6B5B8:45-10:15
3A
7B5B
7G
出典：Burris, op. cit. pp. 13-14
5G8G6G9:30-10:15
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なる知識を重視するのではなく、知性と技術のどち
らももった、頭と手を同時に働かせることが必要で
ある。… ゲーリーの学校は新しいタイプの少年・
少女、すなわち新しい民主主義社会の子どもを育て
るように計画が練られている｣20)と新聞記事を書い
た。とくに、印象に残ったことは、子どもが学習だ
けでなく、遊びや仕事などいろいろな活動に従事す
る機会があり、そのための設備が整っていることで
あった。通常の教室だけでなく、プール、運動場、
動物飼育場、農場などもあった。幼稚園からハイス
クールまでが同じ場所にあることにも驚いた。学校
がひとつの共同社会となっていて、そこでいろいろ
な活動に子どもが参加していたのである21)。ワート
がニューヨーク市に来てからは、バロウズが自ら
ゲーリー学校連盟を組織して、ワートの援助をする
と同時に、講演会や映画会を頻繁に開催して、ゲー
リー・プランの成果を市民に紹介した。
バロウズは、ゲーリー・プランが都市の悪い環境
から子どもを引き離し、学校のなかで、いろいろな
経験をさせていることの意義を強調した。1915年10
月から約半年にわたって、『ニューヨーク・トリ
ビューン』に書き続けたゲーリー・プランの紹介の
一部をみてみよう。ゲーリー・プランがしているこ
ととして、以下のようにのべている。
・それ（ゲーリー・プラン）は子どもを（環境の
悪い）街路から引き離して、	日に時間また
は時間、健全な仕事、学習、遊びに従事させ
ている。
・それは子どもたちに、伝統的な学校と同じ量の
学問的な学習を与えている。しかし、開校時間
を延長することによって、実際的な労働、科学、
絵画、音楽、講堂（での活動）、遊びのための
時間をすべての子どもに与えている22)。
バロウズはゲーリー・プランが子どもの教育機会
を拡充するものであることを繰り返し主張した。
ゲーリー・プランが「働き・学び・遊ぶプラン
（work-study-play plan）」と呼ばれたことが示すと
おり、子どもにいろいろな活動を保障することは
ゲーリー・プランのねらいそのものであった。職業
教育が働き口への訓練であってはならないというこ
とは、これまでの社会調査からバロウズも十分に認
識していた。ゲーリー・プランは工場労働者になる
ための訓練ではなく、子どもの学習経験を豊かにす
るものであるとみていたのである。デューイの影響
を受け、学校における子どもの経験を拡充すること
を教育改革の眼目と考えていた。
しかしながら、バロウズの意図とは違って、実際
にゲーリー・プランがニューヨーク市に導入された
とき、それが経費節約の手段であったことは否定で
きない。ワートが第89公立学校にゲーリー・プラン
を導入した時、1800人の生徒と42の学級があったに
もかかわらず、26の普通教室と、幼稚園、調理室、
作業室、体育館、講堂等しかなく、父母から校舎の
増築が強く要求されていた。この学校の改造を依頼
されたとき、ワートはゲーリー・プランを導入する
ことで対応した。経費をほとんどかけずに既存の設
備を有効に利用し、ゲーリー・プランが経費節約に
利用できることを実証したのである23)。校舎の建設
に使われた費用は、市長のミッチェルが就任する前
は、毎年500万ドルないし700万ドルであった。それ
が、ミッチェル市長の在任中は、毎年約100万ドル
であった24)。このように、ゲーリー・プランは校舎
新築を抑制するための手段として利用されていたの
である。
バロウズは学校設備を拡充することの重要性につ
いてはあまり主張しなかった。ゲーリー・プランを
実施するには、通常の教室だけでは不十分であり、
ゲーリーにある公立学校の校舎がもっているような
講堂、理科室、作業室、農場、体育館などが不可欠
であったが、それらの施設・設備をどのようにして
確保するかは、バロウズの関知できるところではな
かった。ミッチェル市長の目的が経費節約であると
しても、バロウズにとっては、ゲーリー・プランが
子どもに様々な経験を与えることの方が重要なこと
であった。
 全米の学校調査とプラツーン学校推進運動
1917年11月の市長選挙でミッチェル市長が落選
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20）“Lessons for New York Schools in Gary Plan,” New York Tribune, April 25, 1915.
21）Autobiography, pp. 131-155.
22）“What is the Gary Plan,” New York Tribune, Oct. 21, 1915. （ ）内は筆者の補足。
23）“Vocational Schoolsʼ $10.000 Experts,” New York Tribune, Jan. 1, 1915.
24）Ravitch, op. cit. p. 209.
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し、ニューヨーク市のゲーリー・プラン導入の試み
は頓挫したが25)、ゲーリー・プランがデューイの教
育理論を実践したものであるというバロウズの確信
は揺らがなかった。1918年に連邦内務省教育局の都
市教育部門専門官としての職を得ると同時に、今度
はその立場から多くの都市の学校調査を行うなか
で、ゲーリー・プランの導入を多くの町に提案した。
ただ、ゲーリー・プランという名称は使用せず、プ
ラツーン案と呼び、プラツーン案を採用した学校を
プラツーン学校と呼んだ26)。
表
にあるとおり、バロウズが実施した学校調査
の多くは連邦内務省報告書として刊行されている。
これらの報告書には都市の学校調査だけでなく、
『働き・学び・遊ぶプラン、すなわちプラツーン案
第	回全国会議』（1922, No. 35）や、『働き・学び・
遊ぶプラン、すなわちプラツーン案文献目録』
（1923, City School Leaflet No. 10）なども含まれて
いる。共著もあるが、校舎関連の部分はすべてバロ
ウズが執筆している27)。教育局報告書としてではな
く刊行されたものとして、ニューヨーク州マウン
ト・ヴァーノンについての詳細な学校調査報告書も
ある28)。これらの学校調査は、各町の産業構造の変
化、人口動態、地区の現状を詳細に分析したうえで、
これからの校舎のありかたを提言するものであっ
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25）Angelo Patri の学校だけは、ゲーリー・プランが存続した。JamesM.Wallace, “A GarySchool Survives: Angelo Patri
and Urban Education,” History of Education Quarterly, Vol. 45, No. 1 (Spring, 2005).
26）Platoon Plan の名称は、筆者の確認できる範囲では、Shattuck O. Hartwell,Overcrowded Schools and the Platoon Plan,
(Cleveland, 1916）が最初である。この書では、ゲーリー・プランの諸特徴のうち、多くの施設・設備をもつこと、
それらを効率的に使用するための学校運営の方法であること、この点を取り出して、Platoon plan としている。同
書、18頁。その書名が暗示しているように、多くの生徒を収容する方法としてもプラツーン案が利用されていたこ
とに注意しておきたい。
27）なお、パサイクの調査（1920，No.）のみは成人教育を扱ったもので、校舎とは直接の関連はない。
28）Alice Barrows, School Building Survey and Program for Mount Vernon, New York（Mount Vernon, N. Y.:
Department of Education, Inc., 1929).
1921, No. 26
1920, No. 43
Financial and Building Needs of the Schools of Lexington, Kentucky.
“Industrial and Social Study of Memphis,” in The Public School System of Memphis, Tennessee
表 Alice Barrowsが執筆した連邦教育局報告書
Survey of the Schools of Brunswick and of Glynn County, Georgia
The Problem of Adult Education in Passaic, N. J.
1919, No. 50
A School Building Program for Meriden, Connecticut
1921, No. 2
1921, No. 25
“A Building Program for Wilmington,” in Survey of the Schools of Wilmington, Delaware
“A School Building Program for Winchester,” in Survey of the Schools of Winchester, Massachusetts
1919, No. 68
1920, No. 22
1920, No. 4
1920, No.27
“The Building Program" in Educational Survey of Wheeling, West Va.
“A Building Program for Elizabeth City, North Carolina,” in Educational Survey of Elizabeth City, North
Carolina
A School Building Program for Athens, Georgia
School Building Survey and Program for Warwick, Rhode Island: A Study of a Town in the Path of an
Expanding Metropolitan Area
The Social-economic Survey as a Basis for an Educational Survey
1922, No. 35
1923, No. 2
1923, City School Leaflet, No. 10
1921, No. 28
1921, No. 28
1923, No. 56
1929, No. 20
1930, Pamphlet, no. 7
1930, No. 33
1932, Circular, no. 61
〝School Buildings and Grounds,” in Educational Survey of Wheeling, West Va.
First National Conference on the Work-Study-Play or Platoon Plan
A School Building Program for Washington, North Carolina
Bibliography of the Work-Study-Play, or Platoon, plan
Survey of the Schools of Alexandria, Virginia
Changing Conceptions of the School-building Problem
National Advisory Council on School Building Problems: Its Organization, Purposes, and Methods
1938-40, Biennial Survey
1940, No. 6
1941 Circular, no. 197
1941 Circular, no. 201
Functional Planning of Elementary School Buildings
The School Building Situation and Needs
The School Auditorium as a Theater
“The School Plant: Trends Present Situation and Needs,” in Biennial Survey of Education in the United
States, 1938-40
Assistance on School Plant Problems as a Function of State Departments of Education
Planning Rooms for Some Activities of the Community High School
Modern Demountable Construction for School Buildings
1936, No. 19
1937, No. 35
1939, No. 4

た。
1920年代に刊行されたすべての報告書に共通して
いるのは次の点である。第一に、その都市の依頼
にもとづいて連邦教育局が専門家を派遣して調査を
実施し、その町の学校計画への提言をしていたこ
と、第二に、プラツーン案を新しい校舎モデル（プ
ラツーン学校）として提案している点である。コネ
チカット州メリデンを例に具体的にみておこう29)。
この調査は、メリデン市教育委員会の要請に基づ
いて、バロウズがメリデン市の校舎の状況を調査し
て、改善の方向を提案したものである。バロウズは
まず、町の現状を分析する。50年前の子どもは、地
域のなかで、遊んだり、仕事をしたり、学んだり、
いろいろな経験をすることができていた。しかし、
工業化した社会で生きる子どもたちの経験は貧弱で
ある。子どもが実際的な仕事にかかわる機会が少な
くなっている。学校は子どもに健全な遊びや仕事の
経験を与えるはずだが、校舎が不足しているために
子どもを収容することができていない。もちろん、
子どもを学校の外で遊ばせておくのは危険である。
ところが、メリデンでは、この25年間、校舎が新築
されておらず、建物自体も旧式で、講堂、作業場、
実験室などの現代的な校舎に不可欠の設備がない。
そこで、バロウズはふたつの選択肢を示した。ひ
とつは、すべての生徒に教室と椅子を用意したうえ
で、作業室、講堂、調理室等を新たに設置する案で
ある。もうひとつは、働き・学び・遊ぶプラン（プ
ラツーン案）である。プラツーン案について詳細に
解説をして、それが子どもにいろいろな経験を与え
ることと、生徒一人当たりに経費は少額ですむこと
を強調した。報告書の提案はもちろんプラツーン案
の採用である。
そのうえで、プラツーン案を実現するには、学校
の統合が必要であることを述べる。小規模の学校を
統合することで、一つの校舎の中に、教室だけでな
く、講堂、作業場、運動場その他のさまざまな施設
を置くことが可能になる。統合すべき学校を具体的
に提示して、新しく校舎を建てた場合の経費を算出
した。最後に、従来型の学校に諸設備を附設した場
合と、プラツーン型校舎にした場合の経費を比較し
た。プラツーン案が設備の拡充であると同時に安上
がりでもあることを証明したのである。
これはメリデンへの提案であるが、1920年代にバ
ロウズが作成した報告書は、例外なく、プラツーン
案の採用を勧めるものであった。プラツーン案を採
用することは、同時に、一教室校舎が多い小さな学
区を統合して、大きな学区とすること、そして、い
ろいろな設備をもつ大規模な校舎を建設すること、
あるいは設備を増築することを含んでいた。その具
体的な統合の方法や費用も計算して、案を提示し
た。都市部の子どもの経験の貧弱さを指摘して、校
舎を拡充することで、様々な経験を与えようとした
のである。
 プラツーン学校普及の実態
プラツーン学校は必然的に施設や設備の大幅な拡
充を伴うが、多くの子どもを学校に収容できるの
で、生徒ひとりあたりの経費は少なくて済む。学校
建築としてのプラツーン学校は、1920年代に全米に
大きな影響をあたえ、「その影響を受けなかった地
域はない」とまで言われるようになっていた30)。
普及の実態についても、バロウズは詳細な調査を
発表している。『変貌しつつある校舎プログラムの
概念』（1929）は、33の州、90の都市の調査をもとに、
小学校校舎の現状を紹介している。調査できた2227
校を分類すると、伝統的校舎が1817校、プラツーン
学校が410校あった。伝統的な校舎とプラツーン学
校を比較すると、プラツーン学校の方が多くの施
設・設備や教室をもっていることがわかった。たと
えば、講堂がある割合は、伝統的学校では42％、プ
ラツーン学校では81％、体育館がある割合は伝統的
学校では24％、プラツーン学校では87％、特別教室
（図書館、理科室、美術室、音楽室、作業場、調理
室裁縫室など）がある割合は、伝統的学校では49％、
プラツーン学校では100％であった。
また、最近年間に新築された校舎に限定したと
ころ、84校の小学校のうち、58校が伝統的学校であ
り、26校がプラツーン学校であった。講堂がある校
舎は、伝統的学校の78％、プラツーン学校の92％、
体育館がある校舎は、伝統的学校の48％、プラツー
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29）Alice Barrows Fernandez,A School Building Program for Meriden, Connecticut, Department of the Interior, Bureau of
Education, Bulletin, 1920, No. 22.
30）Roscoe David Case, The Platoon School in America (Stanford University Press, 1931) pp. 29-30. 1920年代初期にアメ
リカを訪問した阿部重孝も学校建築の観点から、プラツーン学校に注目していた。阿部重孝「校舎利用の側面より
見たるプラトーン学校」（1930年）『阿部重孝著作集・第
巻学校教育論』（日本図書センター、1983年）所収。

ン学校の88％であった。さらに、特別教室をもつ校
舎は、伝統的学校の66％、プラツーン学校の100％
であった。伝統的学校の校舎にも、講堂や体育館、
各種の教室が増えつつあったことが確認できる。プ
ラツーン学校は、時代の変化を先取りしていたとい
うことができよう。この動きを強力に推し進めてい
たひとりが、アリス・バロウズであった。
1930年代にニューディール政策の一環として多く
の校舎が建設されたとき、体育館、講堂、特別教室
等を備えた校舎が増えた。学区を統合して一教室学
校をなくして、大規模な校舎を新築しようとする動
きは、進歩主義教育の推進者に共通する課題であっ
た31)。それは、校舎を能率的に活用しようとするプ
ラツーン学校の理念の普及とも軌を一にするもので
あった。
第章 教育環境としての校舎
 都市における子どもの生活経験の貧困化
バロウズは1920年代に教育局の専門官として多く
の都市の学校調査を実施し、調査をした都市に対し
て、プラツーン案を実施するための校舎建設を提案
し続けた。また、1925年にバロウズはプラツーン学
校組織全国協会を設立し（事務局長）、機関誌『プ
ラツーン学校』（編集長）を1927年1月に発刊して、
プラツーン案を普及させる運動を推進していた。こ
れらの多くの調査や、機関誌の編集を続けるなか
で、バロウズは進歩主義教育の思想にもとづく校舎
の理念を次第に明確にしていった。1929年に連邦教
育局報告書として発表した『変貌しつつある校舎プ
ログラムの概念』はその時期のバロウズの校舎に関
する思想の集約点であった。主にこれを参照しなが
ら、1920年代のバロウズの校舎についての思想をみ
ておこう。
バロウズはアメリカにおける校舎の発展段階を、
子どもの経験の変貌という観点から三つの段階に分
けている。第一段階は19世紀前半まである。この時
期はほとんどが一教室校舎であった。子どもは校舎
の外で、穀物栽培、動物飼育、調理や裁縫などの機
会を多く持っていた。父や母と協力して仕事の責任
を分かち合いながら、社会に入って行った。学校は
読み・書き・算数を教えるだけでよかったので、一
教室校舎で十分であった。
第二段階は19世紀後半である。多くの教室を持つ
多層式の大規模校舎が出現した。しかし、読み・書
き・計算のための教室しかなく、子どもの経験は貧
困であり、採光、換気、防火などの面でも不適切な
ものが多く、健康上の問題がかえって深刻化してい
た。
バロウズはこの時期に出現した問題点を、都会に
おける子どもの生活環境の悪化という観点からとら
え、四つの事実を挙げている。第一に、都会には子
どもの遊び場がなくなった。そのため、多くの子ど
もが街路で遊ぶようになり、安全や健康、あるいは
道徳教育の面でも危険にさらされるようになった。
第二に、子どもが自然に触れる機会を失った。子ど
もはもともと科学者であり、自然のなかでいろいろ
なものに興味を抱く。ところが、都会の学校は自然
から孤立しており、子どもの興味を発展させること
ができない。第三に、都会の生活では、子どもの創
作活動がなくなっていた。かつて子どもは家族や共
同体のなかでいろいろな作業に参加していたが、都
会の生活のなかでは、仕事と学校と地域がばらばら
になってしまったのである。第四に、都会の生活の
中では健全なリクリエーションの時間が子どもに保
障されていなかった32)。
このように20世紀初頭の子どもの現状をとらえた
うえで、バロウズは第三段階、つまり、新しい時代
の校舎がこの20年の間に出現しつつあると述べた。
現代の都市の校舎は教室だけをもっていればよい
のではない。作業場、理科室、絵画室、音楽室、
調理室、裁縫室、講堂、そして体育館が必要であ
る。 …（中略）… このような設備をもった現
代的な校舎であれば、すべての生徒が最善の環境
で学習したり、作業場や特別室で創造的作業をし
たり、余暇を利用して価値ある趣味を開発したり
することもできる33)。
この条件を満たしている環境がプラツーン学校で
あり、「校舎の標準」になるべきものであった。そ
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31）Jonathan Zimmerman, Small Wonder: The Little Red Schoolhouse in History and Memory (New Haven: Yale
University Press, 2008) pp. 80-88.
32）Barrows, “ModernCities and Children,” The Platoon School, Vol. 3 (June/August, 1912), pp. 79-81.
33）Alice Barrows, School Building Survey and Program for Mount Vernon, (Mount Vernon, N.Y.: Board of Education,
1929), p. 4, p. 11.
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れは、「子ども全体を教育する」という「デューイ
哲学の結果｣34)であった。バロウズにとって、プラ
ツーン学校は、子どもにいろいろな経験をさせるこ
とに意味があるのであって、校舎を能率的に使用す
ることにねらいがあるのではなかった。
 校舎の機能的計画
バロウズは1930年代になると、プラツーン学校を
推進するだけでなく、もっと多様な観点から校舎の
改造を主張するようになる。校舎を拡充して多様な
経験を与えるだけでなく、バロウズの関心は、どの
ような設備のもとで、どのような活動や学習が可能
になるかということに向けられていった。
バロウズは1929年に連邦教育局の管轄のもとに全
国校舎問題諮問委員会を設立し、1930年代にはその
活動を指揮し、各地の校舎建設に助言を与えてい
た。その立場から、『小学校校舎の機能的計画』
（1936）のなかで、校舎建設の基本方針を次のよう
に説明した。
現代の校舎は、学校が採用している教育プログラ
ムを実行するために、校舎がどの程度効果があげ
ているか、ということを基準に評価されなければ
ならない。異なった教育プログラムでは異なった
建物が必要になる35)。
したがって、ある特定のタイプの校舎がよいと決め
つけることはできない。
校舎のなかで実行される活動の種類だけでなく、
どのような方法で教育をうけているかということ
が、教室の設計に影響を与える36)。
バロウズは、このような観点から当時の校舎を、
伝統的校舎、変形型伝統的校舎、プラツーン型校舎、
活動プログラム型校舎の四つに分類した。とくに注
目したいのは、活動プログラム型校舎を取り上げて
いることである。活動プログラム型校舎とは、ひと
つの教室のなかでいろいろな活動ができるように
なっている校舎である。理科室や工作室のように特
定の機能だけをもつ教室ではない。さまざまな種類
の教室を用意しようとしたプラツーン学校の考え方
とは対極に立つものである。プラツーン案では、そ
の教室のなかでの子どもの活動は教室に入ったとた
んに、自動的に決定される。工作室に入れば工作す
ることしか想定されていないのである。これに対し
て、活動プログラム型教室では、ひとりひとりの子
どもの活動の連続性が保障され、また、いろいろな
子どもの多様な活動も可能になる。「機能的」とは、
子どもの自由を認めようとする考え方を含んでいた
のである。
1939年に発表した『劇場としての講堂』には子ど
もの自由な活動や自己表現を重視しようとするバロ
ウズの思想展開がさらに明確に現れている。講堂は
プラツーン学校のなかで重要な位置を占めている
が、他の教科別の教室より以上に特別の意味があ
る。第一に、そこで何をどのように学ぶか、どのよ
うな活動をするか、どのような発表をするか、子ど
もに大きな自由が与えられていることである。この
点で、教科を教えるための教室とは大きく違う。第
二に、講堂での活動は、演劇の上演、映画の上映、
学習発表会などが多く、これまではレジャーとして
見なされてきたものが多い。そのような、レジャー
や遊びも、学校で行うべき重要な活動であること
を、講堂は示している。第三に、講堂は子どもの自
己表現の場として、また、学校が一つの共同体であ
ることを生徒に感じさせる点で、通常の教室とは違
う重要性をもっている。さらに、バロウズは、この
講堂を効果的に運営するための具体的な方法までを
提案していた37)。
以上からわかるように、1930年代のバロウズの関
心は、プラツーン学校の普及に限定されてはいな
かった。子どもの自由な活動や表現を保障するため
の校舎のありかたを追求していたと言えるであろ
う。
おわりに
バロウズはデューイの教育理論、すなわち進歩主
義の教育理論を具体化し、学校改革に取り組むこと
を生涯の課題としていた。校舎の改造そのものが彼
女のねらいだったわけではない。しかしながら、子
どもの経験を豊かにするための学校環境を求めて行
くうちに、校舎の改造に直接に取り組むことになっ
た。その活動の経歴と思想の変化をもういちど確認
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34）Alice Barrows, “Some Results of Deweyʼs Philosophy,” The Platoon School, Vol. III (Dec., 1929), pp. 150-151.
35）Barrows, Functional Planning of Elementary School Buildings, U. S. Department of the Interior, Office of Education,
Bulletin, 1936, No. 19, p. 2.
36）Barrows, Functional Planning, p. 5.
37）Barrows, School Auditorium as a Theatre, Department of the Interior, Office of Education, Bulletin, 1939, No. 4.
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しておこう。
進歩主義教育を具体化するには、まず社会の実態
を明らかにすること、そして、学校と社会の連携を
することが必要であった。そこでバロウズは、社会
の実態、青少年の労働の実態調査を実施するととも
に、学校における職業指導の推進に取り組んだ。バ
ロウズは、生徒を職場にうまく振り分けようとする
職業指導を厳しく批判して、子どもの知性を開発す
るための職業指導を求めていた。
そのような職業指導を可能にしているものとし
て、プラツーン学校に大きな可能性を見出した。そ
れは、働き、学び、遊ぶという豊かな経験を子ども
たちに保障するものであったからである。バロウズ
は、連邦教育局の校舎問題専門官として全米の多く
の町の校舎の実態を調査したうえで、プラツーン学
校の有効性を強調し、その普及に努力した。
だが、いろいろな設備や教室をもつ校舎があれば
よいというのではない。そこでどのような教育が可
能となるのか、あるいは、子どもの自由な活動や主
体的な活動、創造的な活動が保障できるのか、設備
のもつ教育的な効果そのものをあらためて問う必要
があった。1930年代のバロウズはその問いかけをし
たのである。それにどのように答えようとしたかは
今後あらためて考察したい。
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